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欧

羅

巴

人

の

そ

れ

に
依

っ
て
替

へ
た

い
ー

ー
こ
の

勲
は
欧
羅
巴
人
の
大
部
分
が
和
蘭

人
で
あ
る
事
實
よ
り
見
て
差
支
な

い
で
あ
ら
う
一

の
で
あ
る
が
、

こ
の
欧
羅
巴
人
の
中
に
は

ハ
ー

フ

キ
ャ
ス
ト
を
含

み
∴

叉
日

本
人
を

算
λ
す

る
の
で
み
る
か
ら
.
純
粋

の
和
蘭
本
図
人
の
自
然
増
加
率

と

は
可
成
り
隔
り
が
あ

る
も
、
と
れ
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閲
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な
い

の
で
あ
る
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か
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る
留
保
の
下
に

東

印
度
に
放
け
る
欧
羅

巳
人
の

自
然
増
加
率
を
見
る
に
､
出
生
率

は
昭
和
五
年
以
降
十
二
年
迄

(十

蒜

を
除
-
)
下
降
し
'
そ
の
後
は

上
昇
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
'
傾

向
と
し
て
は
殆
ん
ど
偉
TZ=.状
態
を

l汀
し
て
お
る
打
で
老
る
G
叉
死
亡

率
は
昭
和
九
年
1
十
二
年
に
多
少
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別

十
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年
迄
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'
そ

の

後
は

増

大

し

'
傾
向
と
し
て
は
僅
少
で
は
あ

る

が
上
向
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か

ト
∴
･tT

ら
'
東
印
度
の
人
口
は
自
然
増
加
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二
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二
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九
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＼

日本内地及び和蘭本協の人口自然Q,I,り口斡 1I

〓

本

国

人

の
移

住

毒
湾
と
東
印
度
に
於
け
る
本
醜
人
の
移
住
教
に
付
い
て
は
'
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
'
左
の
二
表
を
摘
げ
る
に
止
め
.
説
明
を
省
略

圃勢調査人 1大正九年(一九二C)年)～躍卜和五年
ロによる :(一九三〇年)に於け.5毎年平均故

｢! 昭利 六 年 (一九三一･年)
昭和 七 年 (一九三二年)

昭利 八 年 (一九三三年)

昭和 九 年 (一九三Pt]年)

昭利 十 年 (一九三五年)

昭和十二年 (一九三七年)

昭和十三年 (一九三八年)

昭利十五年 (一九匹〔)年)

昭和十六年 (一九四一一年)

70 %
L.43 1 47

L.32 : 1.26

1

1.5_? 1.31

l,:侶 122

119 124

】･̀】9 : 1L6

124 1L6

】37 1.Ll

()93 121

･〔).86 1.20

1

1

1.27

1_45 ･

昭和六年～昭和十六年(日本内地)
一九三一年～一九三九年 (和蘭本 :L37 1.21
圃)に於ける毎年平均紬

増 加 率 O

殻殻 毎 年 の 出生死亡差増率を基礎3,し計算せる萄/ト3馴･J平均増加率o
1) 大 日本統計年鑑,日本国勢固辞及び StatlSt.CaLYear･Book ol
theLeagueofNationsより作成.,

に
依
っ
て
も
幾
分
増

加
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
C

か
く
の
如
く

藁
湾
に
於
て
も

駐
印
淀
に
於
て
も
本
欄
人
の
敗
は

tこ
)

ド
.T

r
∴

･.L
IUiド
･T.ト
ト
:L

･.二

...､､J

増
加
し
て

ゐ
る
の
で
は
あ
る
が

'

墓
港
の
方
が
本
野
人
の
自
然
増
加

は
よ
-
大
で
あ
る
｡
こ
の
原
因
は

本
国
人
本
葬
の
出
生

･
死
亡
率
に

塞
-
こ
と
が
大
で
あ
る
が
'
此
虞

で
は
草
に
円
地
及
び
和
闇
本
圃
の

人
口
自
然
増
加
率
を
掲
げ
る
に
止

め
.
そ
れ
等
の
鮎
の
叙
述
は
省
略

し
た
い
｡

＼

婁
轡
と
東
印
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第
三
懲

二
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第
三
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重轡.燕印度に於け石和 fJL人文は和圃人の苑出航~者1)

束 印 度糊

l∴ - = ･

喜 輝半

.∴ l ‥ ＼

12,340

6,990

2.996

5,752

1.742

2.343

2,日12

5,075 i 18-814 17,268 1･546

･6･282 骨 ;;I,:樟 …254…
t 9,587: 4,246 5･341

大正九年(1920年)
11召利五年(1930年)
′/ 六年(1931年)
〝 七年(1932年)
〝 八年(1933年)
ノ/ 九年(1934年)

十年(1935年)T 65,391
γ十一年(1936年)

γ十二年(1937年)

〝十三年(1938年)
I/十四年(1939年)
〝十五年(1940年)

央 旋行者を含TLj･｡

柵 資料の関係上,観光船i-依 る瓢三六削 ,-i.こヾ通過旋石塀の出航若数はその宛航音数

と同数 と看徹 したく,

1) 葦轡は董漕親督府 第二十四,発 二二1｣二及び第四十二統計譜 より, 束印度は
ⅠndischVerslag1940及び 1941.]り作成o

垂
轡
と
東
印
度

し
た
い
｡
ゝ

.

書
雛

か
い
て
内
地
人
の
樗
任
嘉

島

加
纂

し
た
の

は'こ
の
方
が
本
国
人
の
移
住
関
係
を
示
す

に
よ
-
温
雷
な
.つ
と
思
性
L
Ll食
め
で
あ
る
が
'
東

印
度
に
付
い
LJ
同
様
の
資
料
を
求
め
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
満
め
に
'
右
の
特
佳
肴
教
は
こ
れ
を
参
考

と
す
る
LL止
め
た
い
O

新
領
土

へ
の
本
国
人
の
移
住
は
種

々
の
能
動
的

要
因
を
有
し
'
又
新
領
土
に
於
け
る
受
動
的
俵
件

∵

.
TT
ト
∴
･
p

;:
.=

･.
∴
1-).'･1
..･=･
:.･-

は
消
極
的
と
積
極
的
と
に
分

か
た

れ
F
更

に
文

そ

の
各

々
を
自
然
的

･
政
治
的

･
敢
骨
的
及
び
経
済

的
に
細
別
す
る
こ
と
が
出
来
'
受
動
的
保
件
も
自

然
的

･
政
治
的

･
社
食
的
及
び
経
済
的
に
分
難
し

得
る
の
で
警

句
.
経
っ
て
本
国
人
の
移
住
敦
を
吟

味
す
る
に
昔

つ
て
は
'
そ
の
要
因
及
び
傑
件
を
分

析
し
て
系
統
的
に
配
列
し
､
更
に
そ
の
強
弱
を
槍

第

lニ
巻

二
三
1

第

≡
戟

三
1

失内原忠雄,祐屁及び枯民政策,紳大版,第三章一TL章 蕗摺｡



筆跡 こ於 ける内地人 の轄fE省叫 (△印は減)
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1(lu.37

王鋸 鋸 蔓妻

g謂 ぎ 豊 255 日 諸

芸:…喜打 …昔.喜さ E ll鍔二軍;_

針 一iミ…喜.…棋 王‥字童

.予 言 :こ 1∴ : :I:

妄諾 ｣書芸二…2;汗 ''6-74 壬…:;'還
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A
.

9
4
LG
つ
U

5
2
【〇
2
りu

U
..
=
卜
.
.

7
6
.ゝL
5
6

5
4

ぷ
U

5
6

2

3
4
にじ
り山
5

2

.hU
‖-ユ叩/
Flo,
EI,L

LIIJ

7
7
7
5
5
｢

つ

二二 三二_

71 : 728 : 'I'9.19
85 貞 1,327･7'6,48

fi7.01
r/970
77.66
7｣54
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211.16
198.50

178.92
∠1ll,07
20.75
129,89
63.23

4391
55.02
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92,9J
89J77

66｢70
35:73
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23.(18
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∴

.

∴

二

△
△
△

平 明拾三十一年 よ り同三十六年 までは移住者及び闘佳肴,FJ蹴 ･:十七年及 び何

三十八年は渡航者及び蹄航者｡

1) 董轡絶督府統計書及び葦轡人口動態統計 よT)作成O
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'･ ..;:･芯奄

討
す
る
方
が
科
尊
的
要
請
に
適
腫
す
る
の
で
あ
る
が
'
右
の
要
因
又
は
保
件
の
分
類
方
法
に
付
い
て
は
筆
者
に
若
干
の
疑
問
が
存
す

る
の
で
あ
る
か
ら
､
以
下
本
幽
人
移
住

S.要
因
又
は
篠
件
と
恩
は
れ
る
苛
項
を
羅
列
的
に
叙
述
し
ょ
う
O

本
国
人
の
新
領
土
へ
の
移
住
は
∵
不
閲
人
の
郷
土
愛
苛
性
'
本
国
と
新
領
土
と
の
距
離
に
柵
的
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
'
そ
れ

､

以
上
に
本
国
の
人
口
密
度
'
新
領
土
に
於
け
る
本
国
人
の
適
任
性
に
依
存
す
る
叶
'
本
国
人
官
尊
に
依
る
統
治
機
構
に
も
基
-
所
多

く

更
に
は
又
新
領
土
の
経
済
的
驚
展
性

並
び
に
こ
れ
に
騒
聯
し
て
本
国
資
本
の
投
下
及
び
新
領
土
と
本
圃

･
外
国
間
交
易
の
費

展
に
依
存
し
'
且
つ
は
移
民
奨
励
政
策
に
も
基
-
の
で
あ
る
.

郷
土
愛
着
性
に
付
い
て
日
本
人
と
和
蘭
人
を
比
較
し
'.
菅
詩
的
に
そ
の
場
弱
を
決
定
す
る
こ
せ
は
困
難
で
あ
る
か
ら
'
こ
の
鮎
に

関
す
る
考
察
は
省
略
し
ょ
う
｡

I
.I
.....
..
.

'
･･

T
V
匝

IV
寛

領

土

･J
t
i.
鵬

灘

Lt
Ji

付

い

て
は
｡
蕃
轡
の
方
が
乗
LuLl
妾
よ
り
も
よ
り
大
患
る
優
憶
を
布
つ
こ
と
は
謂
ふ
迄
も
な
い
の
('J
tTの.

り
.
従
っ
て

こ

の

鮎
に
関

す

る

限

り
､
姦
噂
へ
の
内
地
人
移
住
は
東
印
度

へ
の
利
蘭
本
国
人
の
移
住
よ
-
も
多
い
わ
け
で
あ
る
｡
然

､.rtIw
..tluL,,
`
享
主
ー
.q
讃
TT-
突
泰
｢
ノ･l-
♂
｢
･Ttl
･ノ-ま
JLll

司
回
･～
采
旬
71
∠
tit朝
潮
作
劇
づ
JtO倭
侭
は
止痛
Th
細
身
し
て

行
′＼
の
で
あ
-
'
年

増
よ
り
謂
は
ば

'
距

離

的

制

約

に

関

す

る
限

り
に
&

.て
は

'
東
印
度
の
和
蘭
本
廼
<
の
数
は
も
つ
と
多
か
る
べ

き
で
は
あ
る
ま
い

か
と思
ふ
｡

次
ぎ
に
新
領
土
に
於
け
る
本
国
人
の
適
任
性
に
付
い
て
重
荷
と
東
印
度
を
此
較
し
ょ
う
｡
竃
潜
は
更
執
帯

･
熱
帯
に
介
在
L
t
東

印
度
は
勲
帝
に
所
在
す
る
の
で
あ
-
､
概
括
的
に
請
は
ば
'
両
地
域
と
も
常
夏
の
国
で
あ
-
.
暑
さ
は
離
し
く
鴻
慶
も
高
い
｡
経
つ

.
て
温
帯
人
が
こ
の
地
方
に
居
住
す
る
に
は
保
健
及
び
活
動
の
上
よ
-
蒐
角
障
害
が
多
い
の
で
あ
る
O
殊
に
移
住
の
草
初
に
於
て
は
'
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と
束
印
度

第
三
番

二
三
四

第
三
戟

三
四

自
然
的
環
境
の
変
化
に
適
臆
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
-
'
疾
病
､
生
酒
打
不
自
由
の
薦
め
竺

屠
屠
任
し
難
く
感
す
る
と
息
ふ
e
更

に
又
新
領
土
は
社
骨
的
環
境
に
付
い
て
も
本
国
と
著
し
く
異
な
る
の
で
あ
り
､
嘉
港
も
東
印
匿
も
文
化
の
程
度
は
本
国
よ
り
甚
だ
低

-
'
按
解
す
る
入
管
も
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
.
両
地
域
の
本
尉
人
は
'
文
殊
に
移
住
の
草
間
に
j/B
'て
は
生
.借
株
式
の
歪
曲
を
飴
儀

f
.;
-

■∪

オ

･T
オ
ブ
i

圭

,7I
tb

70
=n
Uq

h
士

‡

Tt～
苑

r
.
･
/
･

r
.
爺

･1
.P･
･

イ

1
去
l正
章
令
二
.i;TFT臣
t
,.

n7TT
｢
雇
･/･プ
ト
rH
J
｢
カ
ブ
rfTD溝

で

あ
り
.

本
圃
の
せ
･Jiこ
ま

し
い
窮
屈
芭

面
倒
な
安

易
を
免
れ
る
の

で
あ
る
｡
,

メ

然
し
な
が
ら
'
新
編
土
に
於
け
る
本
国
人
の
適
任
性
は
藁
層
と
東
印
度
に
付
い
て
必
ず
し
も
同

)
で
な
い
.
司
じ
-
常
夏
の
圃
で

あ
る
と
は
謂
へ
'
凄
潜
に
は
幾
分
季
節
の
層
化
が
感
ぜ
ら
れ
る
叶
'
義
範
は
藍
撃
か
方
的
東
印
麦
よ
り
も
や
1
貰
い
･k･訂

よ

洞
ひ
得

る
年
面
'
済
度
は
東
別
家
よ
り
高

い
地
方
が
少
-
な
い
の
で
あ
る
が
'
か
1
る
自
然
的
保
件
の
差
異
を
静
断
す
る
と
と
は
容
易
で
な

く
'
さ
う
い
ふ
意
味
よ
り
も
寧
ろ
両
地
域
の
本
幽
人
に
封
し
生
活
環
晩
の
襲
化
が
重
商
と
東
印
度
の
何
れ
Ⅶ
付
い
て
よ
り
多
-
の
唇

音
を
及
ぼ
す
か
が
問
題
に
な
る
で
あ
ら
う
.
換
言
す
れ
ば
､
本
国
と
の
相
隣
関
係
よ
-
新
領
土
に
於
け
る
本
囲
人
の
適
任
性
に
差
等

な
き
や
を
検
討
す
る
の
宴
が
あ
る
4
1思
ふ
.

元
来
邦
人
は
ば
帯
に
居
住
す
る
と
は
調
へ
.
夏
季
三
箇
月
は
韮
熱
帯

･執
帝

に
近
い
暑
さ
と
強
度
に
慣
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
-
.
秩

に
九
州

･
四
国
地
方
の
住
民
は
左
様
で
あ
る
.
然
る
に
和
蘭
の
夏
季
の
温
度
は
左
程
高
-
は
な
-
'
損
気
と
て
埠

へ
難
い
程
で
は
な

い
.
従
っ

て
我
が
内
地
人
が
基
層
に
居
住
す
る
と
と
は
'
和
蘭
人
が
東
印
更
に
移
住
す
る
程
､
自
然
的
候
件
に
関
す
る
限
り
､
生
活

環
境
の
塑
化
に
不
便
を
感
じ
障
害
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
謂
つ
て
よ
い
で
あ
ち
ぅ
｡
更
に
又
我
が
国
の
物
質
文
明
は
日
清
戟
宰
以

後
著
し
い
蔑
展
を
遂
げ
た
の
み
な
ら
ず
'
元
罪
邦
人
は
比
較
的
低
慶
の
生
活
水
準
に
甘
ん
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
､
姦
港
の
物
質



1
J
･

1
Y.
･･

文
化
が
低
-
と
も
別
に
清
浄
を
感
じ
な
い
の
で
あ
宅

叉
接
簡
人
啓
に
付
い
て
巧

住
民
の
大
部
分
を
古
め
る
本
島
人
は
同
文
同
庫

の
東
洋
人
で
あ
-
､
又
も
と
も
と
大
和
民
族
は
異
人
種

･
異
民
族
に
射
し
反
感

を懐
-
程
狭
量
で
は
な
い
の
だ
o
但
し
高
砂
旗
は
飴

-
に
文
化
の
程
度
低
-
生
括
横
式
を
異
に
す
る
薦
め
に
'
内
地
人
が
高
砂
族
と
按
偶
す
る
こ
と
は
色
々
の
問
題
を
起
し
.
殊
に
茎

槽

の
領
布
嘗
初
に
は
可
成
り
の
難
問
題
を
提
示
し
た
の
で
は
あ
る
が
.
高
砂
族
の
人
口
は
多
-
な
-
.
又
内
地
人
JJ
の
接
鴨
を
努
め
て

断
っ
て
ゐ
る
上
'
指
安
全
-
成
れ
り
と
も
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
か
ら
'
近
奔
墜
塵
濁
忙
於
け
る
内
地
入
金
鰐
の
生
清
に
封
し
左
程
の
影

響
を
輿
へ
な
い
の
で
は
あ
る
ヰ
F
S
か
｡
然
る
に
卸
蘭
は
近
代
文
化
の
鮭
史
が
盲
-
'
某
印
度
の
文
化
に
止
し
､
精
耐
的
に
も
物
質
的

に
も
､
更
に
質
的

･
量
的
と
も
著
し
い
相
違
を
感
ず
る
の
で
あ
る
o
又
接
慣
す
る
人
硬
は
東
洋
人
殊
に
文
化
の
劣
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ャ
人
で
あ
-
.
jJ
れ
と
の
擢
鯛
は
和
蘭
人
に
と
っ
て
決
し
て
愉
快
な
る
竺

竺
卸
で
は
な
い
の
だ
O
脚
し
新
領
土
に
於
け
る
生
桁
の
潤

L美
.-
-
5
-
-
-

･～
1
･-
才
-

ノ
b
Eノ
7<
UIJ
Pl
-
斤
八iJ
ス
=
tL
.iS.ら
う

し
.
j
亮
郎
ま

き
桝
う
.
V
/

‥

ト
キ

シ

ャ

人

忙

凄

う

ーノ
q
湧
.
L

･

欧
氷
人
特
有
の
優
越
感
を
十
分
に
満
足
す
る
こ
と
が
出
奔
る
と

思
ふ
e

新
領
土
に
於
け
る
本
納
人
の
適
性
性
に
謂
し
て
は
'
本
蘭
人
に
伐
る
生
清
隆
術
の
改
善
を
考
慮
せ
ね

ば
な
ら
患
い
｡
即
ち
自
然
的

乃
至
杜
腎
的
環
境
に
於
い
て
本
規
人
の
電
位
を
別
的
す
る
要
司
が
有
し
て
も
'
こ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
が
榊
凍
れ
ば
'
*
情

人
の
通

任
性
は
増
大
す
る
の
で
あ
る
｡
JJ
の
鮎
に
付
い
て
は
東
Lu｡
産
の
方
に
よ
り
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
'
慣
令
そ
れ
が
和
蘭
人

の
利

己
･H

義
に
基
-
と
は
謂

へ
､
東
印
度
に
於
け
る
和
蘭
人
の
生
清
は
著
し
-
改
善
せ
ら
れ
､
進
取
官
吏
･

脅

社
員
に
し
て
東
Lli度
に
定
住
す

る
も
の
が
次
第
に
増
加
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
｡

壷
潤
と
東
印
度
に
付
い
て
本
個
人
の
適
任
性
を
断
定
的
に
比
較
す
る
こ
と
は
可
成
,sL
困
難
で
あ
る
が
.
前
記
の
諸
要
因
を
破
れ
是

重
野
と
束
印
度

第

三
怨

二
三
五

第

三
戟

三
五

I

S

･-I.･fヽ
-



脳

室
轡
と
東
印
度

第
三
番

二三
六

第
三
競

三

六

れ
勘
考
し
て
極
く
概
括
的

･
粗
誰
的
に
謂
は
ば
､
嘉
梶
に
放
け
る
内
地
人
に
適
任
性
の
よ
-
i
(な
る
を
見
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
｡

次
ぎ
に
人
口
密
度
に
付
い
て
述
べ
よ
う
O
人
口
&
.変
は
本
圃
人
の
移
住
に
封
し
直
接
の
動
因
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
､
土
地
が

生
産
要
素
で
あ
る
以
七

そ
の
面
積
は
綻

.;:L.,I;
{I.:.,Ll｡
を
･:
ufr1.'
∵㌦
T
'Jf
,I..JJ･.
I

.A.

っ
て
本

所
の
面
積
が

相
劉
的
に
小

で
あ

-
'
人
コ
蜜
変
が
大
で
あ
る
こ
と
ま
r間
版

I

･q
CJ
よ
AD
5
ZA
t
･牢
封
叫Lt
り
多
生
ik
)
氾
)酔

.rF
1
･｣1
.̀
..
JJ

A/
ーhr
′
.1
､つ｢
･･･1
-
･I-JtL･-L

る
す
要
因
と
な
る
の
み
な
ら
ず
'
本
圃
の

緯
度
が
飴
-
に
大
な
る
と
き
は
'
社
命
的

に
も
移
住
骨
相
釆
す
る
で
あ
ら
う
｡
次
ぎ

の
二
表
は
i

(
花
九
年

(
1
九
二
〇
年
)
及
び

昭
和
五
年

(
1
九
三
〇
年
)
以
降
に
於
け
る

日
本
内
地
及
び
卸
蘭
本
国
の
人
口
締
度
を

示
し
た
も
の
で
あ
-
'
日
本
内
確
は

一
方

粁
常
-
大
正
九
年
の

一
四
六
人
よ
-
昭
和

十
四
年
の
l
九

〇
人
に
及
び
毎
年
増
加
し

日本内地の人口並びに人 口舘度y-I)

調査年次 (十月一 日現在)

55,96:～,053 ! Lt･5

165,361;,500 : L･71

66,29(),000: L73
67,23は,600 [ 1■76

68.194,900 LITS
69,254,148 1は1

70,25は,200 川4

71,25:～,800 1汚6

72,222,700. 1円9
72,8715,800 : lE)0

(-jL=0年)

(一九三〇年)

(一九三一年)

(一九三二年)

(一九三三年)

(二九三四年)

(一九三五年)

(一九三六年)

(一九三七年)

(一九三八年)

(-九三九年)

(一九四〇年)

大正 九 年

昭利 五 年

昭和 六 年

昭和 七 年

昭和 八 年

昭和 九 年

昭和 十 年

昭和十一年

昭和十二年

昭和十三年

EyD'刊十四年

昭和十五年

昏)昭和六年乃至昭和九年は大正九年及び昭和J=E年囲弊調査に依 ぞノ

現在人 口を基感 とし,全国人口の→年男竪何平均増加率を辞め.

これに依って推計したものであるC,

⑨ 昭和十一年か至昭和十四年は人 口動態調書(')岸吉鼎を利用し,湖

和+年圃勢誕査人 口に各推計年次迄の自射 管加率を加算 LTh･f=_
計しナこものである｡

1) 第五十八回大･P本帝国統計年鑑及び ｢昭和十五年国労調賓≡内h17.
人口数｣ きり作成｡
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首

ヱJ
j,-ヽ

i--

-1
Y
叫
濠

等
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馨

塾

和厨軽閥の人口孤びi二人 日韓ぎ度l)

面 積 1 調 査 牢 二･ぺ作 成末) 1人

大正 九 年姓(-･九二〇年) F 6,865,314

昭布 五 年iC(-)l.三〇年) 2 7,935,565
1

8,141,370

8,240,563

8,342,613

8,439378

8,537,130

8,631,834

8,736,213

8,841,263

-;L=三二*)
一一JYL三三二年)

･､-ノし三凹年)

･､-;L==_:瓦年)

1:一九三六年)

トー九三七年)

(:-Fl三八年)

:-~ノL三三九年)

昭昭 七 年

昭利 八 年

昭利 九 年

昭 和 十 年

昭 和 十 一一年

昭 和 十 二 年

昭 和 十 三 年

昭 和 十 四 年

琴
AT3

i'- 国 勢 調 査 人 口 O

口に各年去≦の自然射加宥恕加算して推計Lf:もので あ る ｡

1) 大 El本帝国統計年誹三瀬し＼StatlStlCaLYear-Bookofthe L e a -

gueofNations,]ヨ3∈)403:り作成｡

て
ゐ
る

の
で
あ
る
が
'
和
蘭
本
圃
も

一
方
粁
昔

少
大
正

九
年

1
九
八
人
'
昭
和
十
四
年
は
二
五
四
人
に
達
し
'

毎
年
増
加
し
て
臥
る
D
そ
の
新
は
兎
も
角
と
し
て
'
和

蘭
木
蘭
の
人
口
照
度
は
日
本
円
地
の
そ
れ
よ
-
も
著
し

-
太
で
あ
る
.
従
っ
て
若
し
日
本
内
地
及
び
和
蘭
本
観

の
人
口
碑
変
が
人
口
例
解
の
飽
和
鮎
に
達
し
て
ゐ
'
叉

は
近
づ
い
て
ゐ
る
と
せ
ば
'
和
蘭
本
圃
の
方
が
日
韓
内

地
よ
-
･9
相
対
･E
に
は
よ

p
多
く
の
移
民
を
関
し
て
も

ヽ
｢
T-.11r
｢ノー

.

,ヽ
/
･LLT
.一1T"~J
■

-
-∫

･,
･r二

･
.,I_･.∴
･
て
;･
1
.I
-
..;
ト
_

東
印
産
の
方

が

毒
滞
よ

-

も

相
封

的

に

は
本
図

人
の
移

住
可
iijB
性
が
大
で
あ
っ
た
と
思
ほ
れ
る
の
で
あ
る
O

こ
の
鮎
に
閑
聯
し
'
新
領
土
に
居
住
す
る
本
餅
人
数

と
本
圃
人
口
と
の
比
率
も
亦
巷
考
と
な
る
で
あ
ら
う
O

昭
和
五
年

(
l
九
三
〇
年
)

の
統
計
に
依
れ
ば
､
董
輝
に

於
け
る
円
地
人
望

三

八
､
二
七
六
人
で
あ
り
.
東
印
宏
に
於
け
る
和
蘭
人
は
二
〇
八
㌧
三

ハ
九
.人
で
あ
る
O
こ
れ
を
同
年
度

の
本
圃

人
口
に
封
し
比
率
化
す
れ
ば
､
内
地
人
は

0
三

五
%

､
卸
蘭
人
は
二
･六
三
知̀
と
な
-
.
東
印
定
に
於
け
る
卸
蘭
人
の
本
圃
人
口
に

室
轡
と

東
印
度

第

三
窄

二
三
七

第

三
焚

三
七



室
轡
と
東
印
度

第
11森

二
三
八

第
三
既

三
八

封
す
る
割
合
の
方
が
遥
か
に
Pi(
で
あ
る
｡
然
し
な
が
ら
'
前
に
も
述
べ
た
如
く

東
印
度
の
和
蘭

人
の
円
に

は
純
粋
の

和
蘭
人
と
原

住
民
等
と
の
混
血
人
を
含
み
'
然
か
も
こ
の
混
血
人
の
散
は
極
め
て
大
で
あ
り
'
前
記
の
和
蘭
人

二
〇
八
､
二
六
九
人
中
純
粋
の
和

印
度
の
純
将
帥
蘭
人
村
山4･閥
人
口
の
比
串
は

(.1
;
･
宍

〃対
と
.た
わ
ー.
弧
商

の
･7
歳

八

割

=
*

内

地
人

口

か
比
斡
J･l
り
小
･･J黙
る
G

ネ
匝
<
の
軌
跡
士

移
付
に
倒
い
て
は
F
木
簡
の
密

度

よ

-

以

上
に
'
本
財

産
柴
の
敬
展
段
階
;
構
成

更

に

は
叉
木
随

の
圃
際
収
支

の
状
況
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
こ
の
事
由
こ
そ
は
本
閲
の
人
口
過
剰
へ従
っ
て
本
的
人
の
移
住
に
直
接
関
係
を
有
つ
の
で
あ
る
.

若
し
本
国
の
産
業
の
変
速
が
著
し
-
'
殊
に
工
業
が
振
興
し
､
そ
の
製
品
輸
出
が
多
い
と
き
或
は
又
海
外
投
資
の
利
子
等
質
島
外
費

､
取
勘
定
が
多
い
と
き
は
､
促
命
そ
の
人
口
襟
度
が
大
で
あ
つ

て
も
'
備
且
つ
そ
の
国
民
の
生
存
を
保
持
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
'
或

は
新
領
土
へ
の
移
住
を
拘
束
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
｡
反
射
に
人
口
の
密
度
が
高
い
の
に
拘
ら
ず
'
産
業
の
教
展
が
著
し
く
な

困
難
と
な
-
'
新
領
土
に
過
剰
人
口
の
捌
口
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
｡
か
1

る
意
味
に
於
て
は
'
資
本
毒
素
生
産
性
の
聾

展
'
高
度
資
本
主
義
化
は
新
領
土
へ
の
移
住
を
拘
束
す
る
契
機
と
な
る
で
あ
ら
う
O

右
の
観
鮎
の
下
に
於
て
は
･
月
本
JJ
和
蘭
に
付
い
て
､
産
業
発
展
の
段
階

･
構
成
乃
至
は
そ
の
国
際
収
支
の
状
況
を
比
較
せ
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
'
か
1
る
比
較
論
は
こ
の
小
論
で
到
底
な
し
得
る
朗
で
は
な
い
｡
た

結ゞ
論
の
み
皇
llP
は
ば
'
日
本
は
基
噂

領
有
以
釆
産
業
の
草
炭
が
華
ア
ン
ポ
で
あ
り
'
又
工
業
の
蚤
達
は
特
に
著
し
く
'
豊
栄
と
並
行
し
て
主
産
斐
と
な
-
祈
っ
た
の
で
あ

る
が
､
国
際
収
支
は
前
大
戦

後
暫
-
の
期
間
を
除
き
'
･L/
鰭
に
於
て
支
耕
勘
定
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
｡
従
っ

て
右
の
如
き
産
業
驚
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展
に
も
拘
ら
ず
'
佃
且
つ
人
口
は
過
剰
し
､
こ
れ
が
罵
め
に
南
北
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
民
'
満
洲

･
支
那
に
封
す
る
邦
人

の
進

出

が

要

1
連

常

長

話
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
和
蘭
の
産
業
預
累
は
相
宮
古
5
.歴
史
を
有
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
､
今
日
伺
恵
美
構
成
上
に
於
け
る
鼻
翼
の

重
要
性
は
エ
菜
の
そ
れ
よ
り
も
i(
で
あ
り
､
文
相
富
多
市
の
輸
入
超
過
団
で
あ
る
｡
然
し
な
が
ら
利
子
等
の
貿
易
外
収
支
が
著
し
い

受
取
勘
定
で
あ
る
が
馬
め
に
.
貿

易
の
支
珊
勘
定
を
カ
ヴ
ァ
-
す
る
に
寄
興
す
.To
鹿
多
-
t
か
-
し
て
本
国

経
済
の
現
状
に
満
足
す

る
限
-
.
又
現
に
和
蘭
は
嘗
時
の
如
-
積
極
的
に
国
力
を
伸
張
せ
ん
と
す
る
気
力
も
な
-
'
従
っ
て
海
外
移
民
の
必
要
性
は
左
程
感

じ
ら
れ

な
か
つ
k
.と
恩
ふ
O

要
之
'
人
口
碑
慶
の
鮎
に
於
て
は
'
卸
蘭
は
海
外
移
住
の
必
要
性
を
感
す
べ
き
で
は
あ
る
が
､
国
力
の
重
層
が
既
に
最
盛
期
を
過

ぎ
'
又
そ
の
経
解
状
態
が
売
づ
寛
づ
国
民
を
葦
か
得
る
の
で
あ
1°
.
朝
民
は

山
膳
か
1

る
現
状
に
満
止
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
-

叶川ハ
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･
港
沖
耕
一5
7･よ
り
LuK
て

到
底
現
状

に
満
足
す
る
と
と
が

出
罪

す
p

従
っ
て
新
領
土
漁
る
藁
常

へ
の
移
住
の
必
要
性
も
大
で
あ
る
の
だ
S

新
領
土
の
統
治
艶
鰐
は
概
ね
本
圃
人
官
吏
を
T七
億
と
し
て
構
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
､
そ
れ
と
共
に
新
領
土
の
原
住
居
を
甘
史

に
探
開
す
る
こ
と
は
'
木
頭
人
官
吏
の
不
足
を
桶
忘
恩
味
忙
於
て
も
'
久
原
積
層
の
統
治
を
和
か
忙
す
る
鮎
か
ら
も
必
嬰
で
あ
る
O

而
し
て
新
領
土
の
官
吏
の
人
月
に
付
い
て
本
圃
人
と
賃
住
民
と
の
割
合
を
如
何
に
決
定
す
る
か
は
'
そ
の
圃
そ
の
時
の
状
態

に
依
っ

て
異
な
る
の
で
あ
る
が
､
何
れ
に
す
る
も
'
新
領
土
の
統
治
機
構
が
複
雑
喝
大
化
す
る
に
従
払
.
叉
木
聞
入
官
吏
を
採
用
す
る
こ
と

が
大
な
る
に
廠
じ
'
本
国
人
の
新
領
土
へ
の
移
住
は
増
加
す
る
の
で
あ
る
o

新
領
土
の
統
治
壊
牌
は
新
領
土
の
治
安
状
態
に
依
っ
て
簡
素
と
も
な
り
複
雑
と
も
な
る
の
で
あ
･C
;

又
そ
の
地
域
の
経
済
が
護
虞

塞
潜
と
束
印
便

第

三
者

二
三
九

第
三
哉

三
九



塞
轡
と
東
印
度

第
三
番

二
四
〇

第
三
戟

四

C
)

す
る
に
従
払
'
官

吏
の
人
員
も
増
加
す
る
の
で
あ
る
が
'
統
制
溶
解
を
祐
行
す
る
場
合
に
は
自

申
Hi義
経
解
を
採
用
す
る
場
合
上
-

も
統
治
機
構
が
複
雑
化
す
る
と
と
は
謂
ふ
迄
も
な
い
｡

塞
湾
も
宋
印
度
も
領
布
常
時
は
治
安
が
窓
-
'
こ
れ
が
須
め
に
軍
隊

壷

察
官
の
駐
屯
が
必
要
で
あ
っ

た
が
･n
東
印
度
に
於
で

は

.

.L
,.
/_･リ
､ノ
･
.一ヽ
JJし､

領
布
よ
-
九

し
い
経
に
於
.I.l･.仏
.
･
-

チ

ul
寄

付

∴
･
カ
リ

増

力
蔀
朋

等
が
解
ま
Ar
,,
qLq
b
.陀
ゼ
兜
と
し
て
多
劫
の
軍
人

｡
督
察
官

が
尉
在
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
C
而
し
て
未
知

虞

の
統
治
が
改
善
せ
ら
れ
る
に
従
ひ
f

軍
院
駐
屯
の
必
聾
は
漸
次
減
少
し
た
の
で
あ
る

が
'
最
近
幽
際
情
勢
が
悪
化
す
る
や
､
観
土
防
衛
の
篤
め
に
軍
隊
は
著
し
-
溝
潰
さ
れ
た
の
で
あ
る
o
護
糟
に
於
tr.も
､
常
つ
tij
は

土
匪
の
襲
撃

本
島
人
の
政
治
運
動
'
雰
社
事
件
等
が
起
っ
た
の
で
あ
る
が
､
こ
れ
等
諸
件
望
侶
無
に
拘
ら
T

S;

叢
溺
軍
司
令
部

の

設
置
'
替
察
棟
柿
の
整
備
に
基
い
て
所
定
の
軍
人

･
警
官
が
配
置
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o
但
し
重
層
は
我

が
南
進
の
基
稚
で
あ

わ
'
南
進
基
確
と
し
て
の
用
務
の
賃
め
に
官
吏
を
置
-
の
必
要
も
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

統
治
機
構
と
経
解
蚤
展
及
び
経
済
機
構
と
の
開
嘩

更
に
又
こ
れ
が
新
領
土
へ
の
本
国
人
の
移
住
に
劃
し
如
何
な
る
影
響
を
輿
ふ

る
か
は
'
新
領
土
の
経
済
的
襲
展
性
に
開
聯
せ
し
め
て
旬
括
的
に
叙
述
し
ょ
う
｡

新
領
土
の
経
済
的
賛
展
性
が
大
な
る
と
き
は
.
そ
こ
に
企
業
が
生
成
襲
展
L
t
産
業
が
栃
輿
す
る
の
で
あ
る
か
ら
'
開
襲
産
業
従

業
者
が
増
加
し
,
こ
の
産
業
を
縫
っ
て
資
本
の
投
下
･
金
融
操
作
が
清
澄
と
か
へ

更
に
又
新
領
土
と
本
学

外
囲
間
の
貿
易
が
費

展
し
~
こ
れ
等
事
情
の
下
に
新
領
土
に
封
し
本
閑
人
の
移
住
が
哩
に
な
る
こ
と
は
今
夏
謂
ふ
を
保
た
な
い
の
で
あ
る
o
今
壷
槽
と
東

印
度
に
付
S
.て
見
る
に
'
本
論
前
篇
に
述
べ
た
通
･TII.
嗣
地
域
と
も
熱
帯
に
介
在
す
る
が
薦
め
に
農
林
業
の
蟹
展
性
は
著
し
く
'
文

鋳
物
資
源
も
豊

島
で
あ
･,l
t
更
に
又
工
業
の
発
展
も
近
年
相
富
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
｡
殊
に
凍
印
懐
は
面
積
が
懸
大
な
る
外
､
仝

1) 拙稿,婁滑 と東印嵐 国際経済研究,第六裾,弟四洗 剤 'go
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F
W

地
域
が
熱
帯
に
所
在
し
'
熟

･
竺

水
に
書

式

る

)̂
と
那
よ
-
大
で
あ
る
か
ら
'
塵
林
業
の
蟹
展
性
よ
り
著
し
い
7
又
錬
物
資
渡

も
石
油

･
錫

･
ボ
ー
ク
サ
イ
ト
･
ニ
ッ
ケ
ル
等
が
望
富
で
あ
-
､
か
く
し
て
資
源
に
関
す
る
隈
-
董
潤
よ
り
も
よ
り
大
な
る
経
帝
上

の
敦
展
性
を
有
つ
の
で
あ
る
か
ら
'
重
燭
に
此
し
ょ
-
多
-
本
国
人
が
移
住
し
て
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
｡

邦
し
な
が
ら
'
東
印
度
の
閲
聾
は
和
蘭
に
と
り
負
荷
が
重
過
ぎ
る
の
で
あ
っ
て
'
卸
蘭
の
資
本

･
技
術
だ
け
で
は
到
底
力
に
簸
る

の
で
あ
る
.
東
Lu7
慶
に
於
け
る
外
囲
資
本
の
投
下
が
互
額
で
あ
り
'
外
囲
技
術
者
が
比
較
的
多
数
で
あ
っ
た
の
も
'
又
特
に
石
個
の

如
き
重
要
な
る
鋳
物
資
源
ま
で
も
が
英
米
資
本
に
依
っ
て
閑
獲
さ
れ
て
ゐ
た
の
も
'
強
ち
蘭
印
首
局
の
門
戸
開
放
主
義
の
み
に
依
る

の
で
は
あ
る
ま
い
O
従
っ
て
東
印
度
の
関
馨
が
進
展
す
る
に
麿
じ
'
御
薗
人
の
移
住
が
増
加
す
る
傍
ら
.'
和
蘭
人
以
外
の
欧
米
人
の

∫/.L
･;/.
;

/.;
･i..

･＼
､.･
･]･･
1
.∵
.･

東
に
叉
此
艇
に
銘
記
す
べ
き
は
産
業
閉
環
に
歩
輿
す
る
従
柴
軍
で
あ
る
O
遼
横
で
も
東
即
塵
で
も
慌
住
民
の
知
は
多
-
‖
そ
の
<

ノ

ロ
襟
度
は
比
較
的
高
い
の
で
あ
る
か
ら
ー
こ
れ
等
地
域
の
産
業
を
開
蓉
す
る
に
雷
つ
て
は
｡
原
住
民
を
労
働
者
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
長
も
適
雷
で
あ
る
O
殊
に
毒
麿
で
も
東
印
度
で
も
そ
の
主
産
糞
は
原
始
産
業
殊
に
基
林
業
で
あ
る
か
ら
~
も
と
も
と
原
住
民
は

こ
れ
等
産
業
に
従
事
し
'
或
る
程
安
の
知
識

･
密
輸
を
有
つ
半
面
ー
彼
等
の
生
活
水
準
は
本
国
人
よ
-
造
か
に
低
-
'
従
っ
て
賃
銀

も
廉
い
の
で
あ
る
か
ら
'
本
囲
人
が
単
純
な
る
努
働
者
と
し
て
働
く
こ
と
は
'
原
住
民
努
働
者
と
の
競
挙
上
よ
-
も
堰
へ
難
い
の
で

あ
る
｡
要
す
る
に
､
原
始
産
業
の
努
働
者
と
し
て
本
国
人
の
移
住
を
期
待
す
る
こ
と
は
出
裾
な
い
と
息
ふ
｡
工
業
に
付
い
て
は
本
国

人
が
弊
働
者
と
し
て
働
-
分
野
は
相
富
i(
で
ゐ
わ
;

殊
に
工
業
の
費
展
が
著
し
い
と
き
に
は
､
偲
令
精
密
工
業
の
費
展
は
起
ら
な
い

と
し
て
も
'
熟
練
工
を
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
'
而
し
て
原
住
民
は
こ
の
面
に
於
け
る
知
識

･
経
験
も
少
-
'
又
催
命
熟
練

童
轡
と
束
印
度

第
三
奄

二
四
1

第

三
抗

四
1



塵
轡
と
束
印
噂

第
l二
審

二
四
二

第

三
鮮

四
二

エ
た
る
の
素
質
を
有
す
る
と
し
て
も
'
急
速
に
は
熟
練
工
に
仕
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
｡

尤
も
基
傍
で
も
東
印
度

で
も
原
住
民

は
或
る
帯
皮
の
工
柴
的
技
能
を
有
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
-
.
例
へ
ぽ
嘉
環
に
付
い
て
は
竹
細
工
･
パ
ナ
マ
帽
子
の
製
接
等
'
東
LllEl塵
に

付
い
て
は
バ
チ
ッ
ク
･
銀
細
工

･
織
桶
等
に
於
て
原
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
或
る
程
度
の
技
能
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
然
し
な
が
ら

こ
れ
等
の
工
業
的
妓
純
l;!手
工
業
的
の
も
の
で
あ
り
'
近
代
工
業
の
特
質
LZJ
IPI.る
'
組
織
化
-
.れ
花
..
硝
柏
力
社
印
E
J…･11･披
嘩
で
は

な
い
D
従
っ
て
護
持
に
於
t.J
LJ.山川
が
訳
托
す
･･,̂･忙
縦
ひ
p
内
地
<
打
.コ
当
身
僚
譲
は
沖
頚
椎
か
し
た
の
で
あ
る
が
.
東
印
度
で
は
和

蘭
人
は
工
業
に
於
て
も
額
働
者
た
る
こ
と
を
欲
し
な
い
が
璃
め
に
､
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
人

･
華
僑
よ
り
工
業
等
働
者
を
求
め
､技
師

･
職

長
と
し
て
趣
く
少
数
の
卸
蘭
人
が
本
国
よ
り
渡
須
し
た
の
で
あ
る
｡
然
か
も
こ
れ
等
技
師

･
職
長
に
は
猫
通
人

･
米
国
人
も
比
較
的

多
数
就
職
し
て
ゐ
軒
の
で
あ
る
｡

商
業
に
･G
rで
は
本
個
人
の
働
-
分
野
は
贋
-
'
殊
に
本
圃
乃
至
外
国
と
の
交
易
は
主
と
し
て
本
園
人
が
と
れ
に
嘗
つ
て
長
い
理
で

あ
る
｡
萎
燭
の
主
産
物
は
米

･
砂
糖

･
茶

･
樟
晒

･
バ
ナ
ナ
等
の
農
林
産
物
で
あ
り
'
そ
の
大
部
分
を
内
地

･
外
囲
に
移
輸
出
し
､

こ
れ
に
封
し
て
工
業
製
品
-
得
に
繊
維
製
品
等
の
棺
饗
財
を
移
輸
入
し
た
の
で
あ
る
｡
又
墓
博
に
工
業
が
掠
興
す
る
に
経
っ
て
生
産

財
の
需
要
が
漸
増
し
た
の
で
あ
る
が
'
こ
れ
も
if
部
分
は
自
給
す
る
こ
と
が
出
奔
ず
､
内
地
そ
の
他
に
仰
い
だ
の
で
あ
る
.
如
此
-

茎
湾
で
は
封
外
交
易
が
貢
宴
で
あ
る
が
'
清
閥
の
領
有
常
時
欧
米
人
が
主
と
し
て
外
国
貿
易
に
襟
事
L
J
叉
封
茎
父
易
に
も
可
成
-

l

進
出
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o
而
し
て
我
が
国
が
領
有
し
て
以
来
ー
漸
次
こ
れ
等
の
商
樺
は
内
地
人
が
回
収
し
た
の
で
あ
る
が
､
本
島

人
も
幾
分
そ
の
分
前
に
興
っ
た
の
で
あ
り
.
殊
に
封
支
貿
易
に
付
い
て
は
郷
土
的
関
係
の
堰
を
受
け
'
本
島
人
の
括
超
は
耕
菅
な
る

も
の
が
あ
っ
た
o
烈
し
な
が
ら
'
蛋
濁
円
の
商
業
に
関
し
て
は
凍
鳥
人
の
分
野
は
更
に
大
で
あ
る
｡
毒
酒
の
封
外
交
易
が
内
軸
人

･
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本
島
人
の
何
れ
に
依
っ
て経
営

さ

れ

て
も
.
移
輸
〓
商
品
の
集
荷
及
び
移
輸
入
商
品
の
配

給

は

'

そ
れ
が
末
端
に
進
む
に
縛
ひ
愈
4
(

多
-
本
島
人
が
こ
れ
に
昔
る
の
で
あ
る
.
棟
に
移
輸
入
商
品
及
び
土
管

叩
の
小
菅
は
'
楕
費
者
の
大
部
分
が
本
島
人
で
あ
る
だ
け
滞

主
と
し
て
本
島
人
が
経
営
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
｡

東
印
度
の
封
外
交
易
は
茎
漕
よ
-
も
よ
-

1
暦
藷
ん
で
あ
っ
た
｡
東
印
度
の
主
産
物
も
農
林
産
物
で
あ
る
が
'
和
蘭
の
支
配
下
に

入
っ
て
以
釆
'
和
蘭
は
世
界
市
場
を
封
親
と
し
て
東
印
度
の
農
林
産
業
を
指
向
し
た
の
で
あ
る
か
ら
'
東
印
度
の
対
外
交
易
の
重
要

性
は

1
骨
増
加
し
た
の
で
あ
る
.
か
1
る
郭
よ
り
す
る
も
'
こ
の
変
易
は
印
蘭
人
の
経
営
に
属
し
′た
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
が
'
他

の
欧
米
人
及
び
邦
人

･
華
僑
も
こ
れ
に
嘗
-
'
殊
.に
英
人
商
社
の
勢
力
は
甚
だ
大
で
あ
-
'
茶
の

貿

易
の
如
き
は
長
い
期
間
英
人
商

社
の
殆
ん
ど
濁
占
す
る
塩
で
あ
っ
た
レ
こ
の
鮎
が
溝
に
蘭
印
首
席
及
び
卸
蘭
人
商
社
に
於
て
問
題
硯
さ
れ
て
ね
た
の
で
あ
る
が
'
和

博
弼
T
.i
ス
稽
力
摂
付
を
硝
止り!j
た
[iT
は
此
塩
十
笥
年
位
の
こ
と
で
怠
る
の
だ
U
次
ぎ
に
項
印
度
内
の
簡
潔
は
慣
任
用
の
経
常
に
届
ノ

た
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
が
'
葦
借
の
港
透
力
は
甚
だ
張
-
､
移
翰
E
.1品

･
移
輸
入
品
と
も
そ
の
却
実

･
仲
買
に
雷
つ
て
ゐ
た
外
'
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内
園
商
業
に
従
事
し
､
文
部
蘭
人
も
小
安
商
を
経
営
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
'
和
蘭
人
小
安
蘭
の
消
費
者
は
主
と
し
て
欧
米
人
で
あ

る
か
ら
.
内
閲
商
実
全
般
に
封
す
る
重
要
性
は
左
程
大
で
な
い
と
EFj
ふ
o
宰
之
､
内
園
商
業
部
門
に
於
て
は
'
卸
蘭
人
の
従
事
し
た

も
の
は
左
程
多
-
は
な
-
'
原
住
民

･
華
僑
又
邦
人
等
が
主
と
し
て
㌍
皆
し
て
ゐ
充
の
で
あ
る
｡

金
融
部
門
の
従
業
者
は
産
業
資
本

･
商
業
者
本
の
調
達
が
多
く
な
る
に
維
仏
.
又
簡
民
所
得
が
殖
え
る
に
麿
じ
て
増
加
す
る
の
で

室
轡
と
東
印
度

第

三
者

二
四
三

第

三
戟

四

三



室
蘭
と
東
印
度

第
三
番

二
四
四

第

三
折

四

四

あ
る
O
而
し

て
喜
麿
に
於
て
は
中
央
銀
行
た
る
茎
構
銀
行
及
び
近
代
式
釣
行
は
大
鰐
内
地
人
に
依
っ
て
経
営

せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
が
'
銭
碇
等
本
島
人
の
経
営
す
る
鷲
乗
の
金
融
枚
閲
は
佃
多
く
存
績
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
D
又
粟
印
度
に
於
て
も
中
央
餌
行
た
る

･･Iジ
ャ
ダ
7
銀
行
を
始
め
､
蘭
印

画
柴
銀
行

二
三

コ
ン
ト
鈍
行
等
主

薬
銀
行
は
和
前
人
に
依
っ
て
経
営
さ
れ
､
久
末
印
髭
に
特
異
の

･,
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｢
∠
サL
T司
月川
b
l
来
港
だ
Jj

.Q
外
観
銀
行
も
少
-
な
か
つ
カ
の
で
替
る
D
た

Z!t原
住
民
経
営
の
金
融
機

関
が
甚
だ
少
-
'
従
っ

て

原
住

民
の

金
融
従

業
者
も
多
-

な
か
っ
た
と
と
は
銘
記
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
0

要
之
'
茎
潜
で
も
東
印
度
で
も
主
要
金
融
紅
組
は
木
蝋
人
に
依
っ
て
軽
骨
さ
れ
'
従

っ
て
本
国
人
の
移
住
を
必
然
と
し
た
の
で
あ
る
が
'
も
と
も
と
金
融
税
関
の
椎
柴
者
は
左
程
多
-
は
な
-
'
史
竜
渇
で
は
本
島
人
の

金
融
従
業
者
も
少

-
は
な
-
'
東
印
度
で
は
邦
人

･
都
蘭
人
以
外
の
欧
米
人
及
び
華
僑
の
金
融
従
業
者
が
比
較
的
多
か
つ
た
の
で
あ

る
｡

●

経
済
操
作
と
こ
れ
に
開
輿
す
る
も
の
の
人
月
と
の
関
係
は
'
統
制
控
解
を
抹
用
す
る
か

白由主慕紅
所
に
委
す
か
に
依
っ
て
異
な

る
の
で
あ
-
､
統
制
経
済
機
械
の
下
に
於
て
は
.
統
制
す
る
官
転
倒
'
統
制
を
受
け
る
企
業
の
例
と
も
'
認
許
可
等
の
手
練
に
だ
け

で
も
多
く
の
人
月
が
必
要
で
あ
る
D
と
の
鮎
が
統
制
経
済
の
1
の
紋
陥
で
あ
る
と
謂
ひ
得
る
で
あ
ら
う
｡
而
し
て
何
れ
の
新
領
土
の
･

経
済
機
構
で
も
'

1
位
経
碑
動
向
に
従
っ
て
或

は
自
由
主
菜
綻
解
に
基
き
'
或
は
統
鮒
経
桝
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
が
'
偲
命
自
由
＼

主
義
経
済
に
1
任
す
る
場
合
で
も
､本
圃
に
掛
け
る
†
盲

よ
り
以
上
に
国
家
の
監
督
指
導
が
行
は
れ
る
傾
向
が
あ
る
.
元
木
､如

領
土

に
は
文
化
の
低
い
原
住
民
と
文
化
の
高
い
本
国
人
が
共
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
'
両
者
の
掠
欄
交
渉
は
仮
令
必
要
な
る
範
囲
に
限

局
さ
れ
て
ゐ
て
も
'
俺
且
つ
智
能
の
よ
-
優
秀
な
る
本
国
人
は
原
住
民
を
搾
取
す
る
こ
と
が
有
り
勝
ち
で
あ
る
｡
こ
の
搾
取
主
索
は
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軟
米
植
民
地
の
原
則
と
謂
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
が
､
然
し
な
が
ら
､
そ
れ
で
も
原
住
民
努
力
の
再
生
産
を
超
え
て

搾

瀬

す

る

こ

と

裾
線
局
に
於
て
本
国
人
の
利
箱
に
も
障
り
'
白
ら
墓
穴
を
掘
る
と
と
と
な
る
の
ガ
｡
こ
の
故
に
入
学

王
義
に
影
響
さ
れ
る
場
合
は
傭

軍

さ
う
で
な
く
と
も
.
新
領
土
の
後
展
の
賃
め
に
も
本
圃
人
の
利
茶
の
薦
め
に
も
､
搾
取
主
義
に
或
る
限
界
を
輿

へ
る
こ
と
は
必

至
と
な
る
の
で
あ
TP
が
'
搾
教
士
義

を
拘
束
せ
ん
と
せ
ば
'
多
少
の
程
度
に
於
て
国
家
の
監
督
指
導
が
必
婆
と
な
る
の
で
あ
る
｡

更
に
又
新
領
土
の
経
済
費
展
は

一
般
に
本
圃
の
利
蒜
の
残
め
に
'
或
は
本
圃
と
の
共
存
共
柴
の
薦
め
に
行
は
れ
る
の
で
あ
り
'
こ

の
措
導
現
念
は
そ
れ
日
照
に
於
て
本
国
政
府
の
監
督
指
導
を
包
赦
す
る
の
で
あ
り
.
又
,LJ
の
稚
魚
を
管
躍
す
る
に
は
'
到
底
mLLL由
主

義
経
碑
に

一
任
す
る
を
許
さ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
.

周
知
の
如
く
.
我
が
牌
は
職
印
六
年
頃
迄
自
由
主
義
鮭
済
が
行
ほ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
､
壷
潤
の
紅
碑
悲
腰
に
封
し
て
は
'
兄
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関
係
に
付
い
て
は
'
後

者

の
土
地
桝
各
階
の

保

護

に
専
念
し
た
の
,
で

あ
る
｡

JJ
の
鮎

は
内
地
資
本
が
島
円

に
進
附
し
:I

文
殊
に
製
糖

禽
社
が
甘
煮
栽
靖
の
罵
め
に
暦
大
な
る
耕
地
を
所
有
若
し
く
は
賃
借
し
た
の
で
あ
る
か
ら
'
特
に
葦
i(
な
る
問
顎
で
あ
っ
た
の
ガ
｡

然
し
な
が
ら
元
宛
大
利
民
族
は
側
隈
の
情
庫
く

そ
の
性
質
上
僧
令
搾
平
茸
義
を
探
ら
う
と
し
て
も
'
噺
米
人
の
如
く
JJ
れ
を
徹
底

す
る
こ
と
が
1L=
来
な
い
の
で
あ
る
か
ら
'
内
地
人
の
搾
畢
三
菱
を
抑
制
す
る
篤
め
の
政
府
の
濫
督
は
左
程
貢
要
硯
し
な
-
と
も
よ
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
O
次
ぎ
に
茎
濁
紐
解
の
襲
累
に
封
す
る
指
導
に
関
し
て
は
'
政
府
は
島
内
の
･TTi産
実
で
あ
る
農
林
業
の
斐
寅
の

薦
め
に
色
々

の
助
成
策
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
が
'
特
に
甘
煮
及
び
米
の
品
櫨
改
良
及
び
滞
慨
施
設
の
瑛
充
に
依
っ
て
毒
滑
津
碑
の

畿
展
に
輝
し

い
柴
績
を
畢
げ
る
と
共
に
'
日
本
の
砂
糖
日
給
を
確
立
L
I
食
糧
問
題
の
解
決
に
著
し
い
寄
輿
を
な
し
た
の
で
あ
る
｡

.
葦

滑
と
東

印
度

軍

二
者

二
四
五

第
三

第

四
五

ノ



馨
轡
と
某
印
度

第
三
番

二
四
六

第

三
競

四
六

こ
れ
は

1
に
政
府
の
指
導
に
基
い
て
達
成
せ
ら
れ
た
JJ請
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
ふ
｡

東
印
象
に
於
て
は
.
卸
蘭
の
領

桶
以
罪
久
し
い
間
マ
ー
カ
ン
テ
ィ
-
ズ
ム
的
開
畿
が
行
は
れ
'

文
部
蘭
人
の
利
蒜
の
讃
め
に
開
護

を
行
っ
て
釆
た
の
で
あ
NJj
o
さ
れ
ば
こ
そ
早
く
JIP

東
印
度
琴

禁
光
の
費
寅
を
指
向
し
､
強
制
栽
培
の
制
定
ま
で
も
設
け
た
の
で
あ

る
O
又
農
林
柴
の
閣
皆
が
隆
倍
で
あ
っ
た
,LJ
と
も
裸
記
し
て
よ
_(,
で
あ
ら
う
｡

u
八
ヒ
口
車
F'溌
村
中

洋
語
結
締
に
時
偵
す
･hO7Ju.封

に
.
臆
什

nlj
伐
説
打
的
粥

枇

ト

目

し

'
閃

ノ十十｣
勤
か
-
部
ヌ

ーL
T･
.
矧
侶
尽
ti.･71地
鍬
iitL神
を
確
許
す
る
傍
ら
､
弥
制
弊
働
剛
毅
腰

止

す
る

等

努

働

政

党

上

原

住

民

の

雇

傭
に
即
し
探
護
手
段
を
講
じ
た
の
で
あ
る
｡
e
lL
土
地
汝
が
原
住
民
の
土
地
領
有
梓
を
認
め
た

と
謂
ふ
も
'
そ
れ
ば
駿
米
人
に
封
す
る
譲
渡
を
容
易
に
す
る
意
掛
を
含
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
'
和
常
人
の
利
爺
確
保
は
少
し
も
閑

却
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
｡

東
印
度

の
粧
満
蔑
展
に
封
す
る
簡
印
首
席
の
指
導
は
蘭
越
の
通
り
〔前
視
｢委
轡
-
束
印
度
｣
(前
編
)
を
も
参
照
〕
で
あ
り
､特
に
農
林
業

の
喪
展
に
封
し
て
は
政
府
の
試
験
所
･研
究
所
が
寄
興
し
た
所
は
鮮
少
で
な
い
｡
文
案
印
度
の
主
要
豊
錦
産
物
で
あ
る
.ゴ
ム
･砂
糖

･

茶

･
キ
ナ

･
錫
等
は
世
界
市
場
を
封
象
と
し
､
然
か
も
キ
ナ
を
除
い
て
は
何
れ
も
他
聞
に
も
多
量
生
産
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
'

こ
れ
等
商
品
の
慣
柘
を
安
定
し
'
生
産
を
確
保
す
る
罵
め
に
は
国
際
カ
ル
テ
ル
の
結
成
が
必
要
で
あ
-
'
而
し
て
国
際
カ
ル
テ
ル
を

効
果
的
に
す
る
に
は
'
こ
れ
等
商
品

の
生
産
地
の
政
府
が
囲
際

カ
ル
テ
ル
里

文
革
す
る
こ
と
が
要
請
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
.
蘭
印

政
府
は
右
商
品
の
閲
際
カ
ル
テ
ル
の
結
成
に
参
婁
し
､
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
そ
の
生
成
敢
展
を
容
易
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
.

姦
湾
と
東
印
度
に
付
い
て
上
述
し
た
政
府
の
監
督
指
導
は
'
或
は
こ
れ
を
統
御
軽
碑
の
作
用
と
見
る
同
も
あ
る
で
あ
ら
う
｡
然
し

な
が
ら
'
こ
れ
等
の
諸
政
策
は
原
住
民
の
保
花
を
目
的
と
L
t
又
経
解
喪
展
を
目
的
と
す
る
も
の
で
も
'
直
接
に
は
個
別
経
済
の
教
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空

走
の
方
向
に
票

す
る
こ
と
告

欄
と
L
t
禁

も
統
制
作
用
白
腎

讐

て
こ
れ
姦

悪

ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
'
前

,L

記
政
府
の
指
導
監
督
を
統
制
経
済
の
操
作
と
見
る
こ
と
は
貸
昔
で
な
い
で
あ
ら
う
｡

自
由
主
義
経
済
が
競
制
経
済
に
縛
挨
し
た
の
は
'
重
輝
に
於
て
は
昭
和
六
年
頃
よ
り
'
文
末
印
度

に
放
て
は

l
九
三

〇
年
以
降
世

界
不
況
Q
L影
響
が
深
刻
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
'
桶
地
域
と
も
統
制
粁
･桝
が
本
格
的
に
進
展
し
た
の
は
'
最
近
国
際
情
勢
が
不
安

と
な
る
に
従
ひ
'
酎
防
上
の
要
請
に
基
い
た

仇
で
あ
る
｡
そ
の
鮎
は
兎
も
角
と
し
て
'
統
制
経
済
が
強
化
す
る
に
従
ひ
'
本
図
人
の

釆
任
が
よ
り
旺
ん
に
な
っ
た
こ
と
は
疑
の
な
い
事
賓
で
あ
り
､
茎
滞

･
東
印
度
と
も
統
制
経
癖
の
祐
行
に
依
っ
て
本
国
人
の
数
が
増

大
し
た
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
｡

_･.
T
I.;托
.
[

/
.I-i;..;1.
.･L
∴
＼

.I.･∵

の
事
情
が
移
hLLi7の
必
要
を
痛
感
し
な
く
と
も
'
叉
木

酎
人
が
移
住
を
希
望
す
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
'
政
府
が
新
領
土

へ
本
図
人
の
移

住
を
奨
励
す
る
政
策
を
と
る
こ
と
は
首
照
で
あ
る
｡
而
し
て
こ
の
奨
勘
策
は
本
国
政
府
と
新
領
土
統
治
機
関
の
双
方
に
依
っ
て
行
ほ

れ
る
の
で
あ
る
が
'
新
領
土
の
首
局
者
が
よ
-
大
な
る
関
心
を
沸
ふ
場
合
が
多
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
O
蓋
し
新
領
土
の
営
局
者
は

新
領
土
の
開
軍

票

に
付
>
V
直
接
訂

轟

び
る
の
で
あ
-
･
そ
の
昔
雷

芋

雷

芸

国
人
の
移
住
が
羅
封
的
に
必
嬰
な

る
か
ら
で
あ
る
｡

藁
潜
に
付
い
て
は
領
有
以
衆
政
府
及
び
殊
に
藤
代
の
鴇
菅
が
本
国
人
の
移
住
を
奨
励
し
た
こ
と
は
謂
ふ
迄
も
な
い
｡
但
し
此
虎
に

注
意
す
べ
き
は
日
清
哉
率
以
後
に
於
け
る
我
が
国
の
封
外
政
策
で
あ
る
｡
元
頚
我
が
闇
は
達
観
以
碑
八
歳
薦
辛
の
大
精
軸
に
依
-
.

萎
轡
と
東
印
度

第
三
1#

二
四
七

第
≡
鋸

四
七



賓
轡
と
黄
印
度

第
三
巻

二
甲
八

第
三
戟

四
八

苫
邦
各
々

そ
の
桝
を
得
せ
し
め
る
と
と
を
根
本
理
念
と
L
T
こ
れ
が
薦
め
に
は
我
が
観
が
東
茄
の

革

ま
繁
る
こ
と
を

必
須
の
候
件
と

し
た
の
で

あ
る
｡
然
る
に
'
日
清
戟
季
以
索
邦
人
の
北
方
進
出
の
菜
蓮
が
次
第
に
濃
厚
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
.
そ
れ
と
共
に
ロ
シ

ャ
の
南
進
政
策
は
愈
々

具
鰹
化
し
茄
三

胸
骨
化
し
た
馬
め
に
'
我

が
閥
の
北
方
に
封
す
る
関
心
は

i
骨
張
-
な
っ
た
.

J

･,.;
-し
て
.･･サ
J
∵
‥LL
/I
/い
㌧T･Ti
i=
･Ti,I
r,
TTItJ
TI
･J
.ト
T-rE,･(.7.'･TrJJ.I
E.

1･■,カ
i
.I
.H7...Ti.'dJ･-
ナ
∵
･.
I,･
'
L
L...
i
l

TT,]■W
'1=
LJこ
.:T
M‥4
.等

'
:'叫.

闇
併
合
¶
史
に
近
く
は
満
洲
事
襲

･
封
室

父
渉
等

に
因
り
判
方
の
工
作

が
進
展
し
た
の
で
あ
る
｡
而
し
て
北
方
問
題
が
提
起
さ
れ
る

こ
と
多
き
に
従
っ
て
､
甫
方
へ
の
関
心
が
薄
ら
ぐ
D
丘
監
黙
C)
塁
で
あ
-
.
TJ
こ
;i.と

比
(
亡
霊
撃
り
多
TM
軽
勤
荒
ド
拒
嬰
i
]tTbLナ
ら

こ
と
も
考
慮
し
寄
ら
れ
な
.い
で
は
な
rt
｡

と
は
謂
へ
'
歴
代
の
絶
菅
が
義
博
移
民
を
奨
励
し
た
こ
と
は
謂
ふ
迄
も
な
い
｡
然
ら
ば
移
民
奨
励

の
薦
め
に
具
惜
的
に
如
何
な
る

方
策
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
か
｡
絶
督
荷
は
明
治
四
十
二
年
度
よ
り
官
営
移
民
事
糞
を
茸
施
し
'
東
部
毒
鱒
に
吉
野

･
豊
田

･
林
田

の
三
移
民
村
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
が
'
財
政
上
そ
の
他
の
理
由
に
依
-
大
聖

ハ
年
以
降
官
営
移
民
事
業
を
中
止
し
た
.
爾
邦
私
営

移
民
事
業
の
助
成
政
策
を
採
用
し
'
嘉
東
製
糖
株
式
骨
杜
の
開
拓
移
民
を
助
成
し
.
同
社
は
地

･
鹿
野

･
鹿
寮
の
三
移
民
村
を
建
設

し
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
後
再
び
官
営
移
民
計
貢
に
時
捜
し
'
喜
ヰ

･
毒
甫

･
高
雄
及
び
萎
東
の
諸
州
廉
に
於
て
十
の
移
民
村
を
建
設

し
た
｡

豪
商
に
於
け
る
農
業
移
民
奨
励
策
が
成
功
で
あ
っ
た
か
香
か
は
此
虞
で
論
述
す
る
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
'
た
ゞ
右
の
奨
励
策
は

専
ら
茎
濁
総
督
府
が
樹
立
し
た
の
や
あ
-
､
我
が
中
央
政
府
は
直
接
に
閥
輿
し
な
か
つ
左

こ
と
､
並
び
に
前
記
の
農
業
移
民
は
敬
に

卦
て
は
此
校
的
少
-
.
昭
和
十
五
年
末
親
在
人
口
が

<
､
二

三

人

に
過
ぎ
な
い
こ
IL:は
銘
記
し
て
よ
い
で
あ
ら
う
o
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急
襲
移
民
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
'
義
輝
で
は
工
業
化
が
進
展
す
る
に
従
払
.
内
地
人
工
業
移
民
就
中
熱
練
工
の
移
住
を
必
要
と
L

i
.
又
嘉
滞
統
治
の
親

鮎
よ
り
.
在
釆
民
族
<
口
に
封
す
る
内
地
人

人
ロ
の
比
率
を
よ
り
大
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
要

望
は
'
特

I:;

に
最
近
園
際
情
勢
が
不
守
と
な
る
に
従
ひ
愈
々
娼
-
な
っ
た
の
で
あ
る
D
尤
も
こ
れ
等
の
要
請
が
規
菅
に
如
何
な
る
程
度
に
満
た
さ

れ
た
か
は
十
分

に
判
断
す
べ
き
奇
料
を
有
た
な
い
の
で
あ
る
が
'
工
業
従
弟
者
に
諦
し
て
は
昭
和
十
五
年
の
内
地
人
様
工
数
は

四
､

二
五
七
人
.
全

島
職
工
教
に
封
す
る
比
率
は
甲

八
%
に
過
ぎ
ず
'
又
内
地
人
人
口
は
同
年
三
些

ハ
'
六
六
三
人
'
全
人
口
に
封
す
る

比
率
は

六
二

%
に
止
ま
る
の
で
あ
る
o

伯
し
最
近
の
内
地
人
移
住
挙
は
著
し
く
増
大
し
'
内
地
人
人
口
千
人
に
付
き
昭
和
十

一
年

二
二
丁
四
五
人
i
十
二
年
二
ヒ
二

〇
人

(最
近
は
東
に
増
大
)
と
な
っ
て
お
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
S
で
あ
ら
う
O

璃
じ
て
項
部
蓑
の
腐
qtf項
風
領
に
言
及
し
よ
う
〝
概
論
す
れ
ば
㌧
乗
iiiEi康
で
は
本
矧
人
の
移
住
を
雫
推
挙
讃
し
て
読
漬
･～
罰
ふ
と

と
は
出
奔
な
い
で
あ
ら
う
｡
尤
も
東
印
度
勤
務
の
官
吏
採
用
の
矯
め
に
､

一
八
二
五
年
及
び

t
八
六
四
年
に
於
て
東
印
度
官
吏
任
用
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の
移
住
を
奨
励
し
た
こ
と
に
も
な
っ
た
と
思
ふ
.

然
し
な
が
ら
'
和
蘭
及
び
蘭
印
嘗
局
は
'
東
印
度
へ
の
移
住
に
閲
し
和
蘭
人
に
の
み
特
典
を
輿
へ
た
の
で
は
な
-
し
て
.
そ
の
他

の
欧
米
人
に
も
或
る
程
度
の
門
戸
開
放
主
義
を
韓
用
し
た
の
で
あ
る
.
こ
れ
は
東
印
度
の
開
費
に
封
し
て
は
和
蘭
本
国
人
の
み
で
は

I

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
基
-
の
で
あ
る
が
'
半
面
本
圃
人
の
移
住
を
積
極
的
に
は
奨
励
し
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
ら

ラ
..
加
之
､
蘭
印
政
府
の
移
民
命
は
和
蘭
本
国
人
に
も
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
-
.
本
国
人
と
謂
ヘ
ビ
も
無
保
件
に
は
東
印
度
に
上
陸

書
籍
と
某
印
度

孝

二
巷

二
四
九

軍
l東

四
九

iiii
d
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垂
轡
と
東
印
度

第
三
番

二
五
〇

第
三
筋

五

〇

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
O
要
之
､
東
印
度
に
封
す
る
本
国
人
の
移
住
は
卸
蘭
及
び
蘭
印
政
府
と
も
積
極
的
に
奨
励

4

す
る
こ
と
な
く
'
寧
ろ
自
由
放
任
主
義
を
接
用
し
て
ゐ
た
と
も
謂
ひ
得
べ
く
'
而
し
て
最
近
国
際
情
勢
が
悪
化
し
て
も
'
軍
隊
は
別

と
し
て
佃
且
つ
こ
の
方
針
を
軽
質
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
O
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J,

り
盛

ん

な
る

こ

と

を

知

っ
た

の

で

あ

る
o

然

し

な

が

ら
'

両

地
域
に
封

す

る
本
国
人
の
移
住
を
招
殊
し
又

は
制
約
す
る
諸
要
素
を
綜

括
し
､
嘉
潜
の
方
が
何
故
に
本
国
人
の
移
住
が
よ
り
大
で
あ
っ
た
か
､
或
は
叉
嘉
麿
と
東
印
度
の
何
れ
が
本
国
人
の
移
住
が
よ
-
大

で
あ
る
べ
き
か
を
論
断
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
O
た
ゞ
'
本
国
の
人
口
密
度
'
新
領
土
の
経
解
的
蚤
展
性
'
開
蟹
の
現
段
階
よ
り

謂
は
ば
'
東
印
度
に
封
す
る
和
蘭
木
組
人
の
移
住
は
よ
-
多
か
る
べ
き
で
あ
久

本
園
と
の
距
離
'
本
国
人
の
適
任
性
に
付
い
て
不

利
な
る
鮎
が
あ
つ
て
も
'
ぞ
れ
は
精
神
の
作
興
.
技
術
の
進
歩
に
依
っ
て
克
服
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
.
而
し
て

メ

現
状
が
か
-
あ
る
べ
き
通
-
に
な
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
は
､
結
局
利
蘭
人
が
本
圃
の
現
秋

に
満
足
L
t
こ
れ
以
上
に
費
展
し
た
い
希

望
が
な
い
篤
め
で
あ
-
.
政
府
の
移
民
奨
励
策
に
積
極
性
の
映
如
し
て
ゐ
た
の
も
這
般
の
事
情
に
基
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
.


